



















































































質問項目 選択肢 1 選択肢 2 選択肢 3
学童期の就寝起床状況 規則的だった 時々不規則になった 不規則のことが多かった
学童期の朝食摂取状況 毎日食べていた 食べないことが時々あった 食べないことが多かった
学童期の運動習慣 運動する機会が多かった 時々運動しないことがあった 運動する機会は少なかった
学童期の学校生活 楽しく過ごしていた 時々楽しくないことがあった 楽しく過ごすことは少なかった
学童期の余暇の過ごし方 有意義に過ごしていた 時々有意義に過ごせないことがあった 有意義に過ごすことは少なかった
学童期の生活リズム 規則的に生活していた 時々不規則になることがあった 不規則になることが多かった
学童期の活動性 活動的だった 活動的でも非活動的でもなかった あまり活動的ではなかった
学童期の気分の安定性 安定していた 時々不安定になった 不安定なことが多かった
学童期の健康状態 良好だった 時々体調を崩すことがあった 体調を崩すことが多かった
現在の就寝起床状況 規則的である 時々不規則になる 不規則のことが多い
現在の朝食摂取状況 毎日食べている 食べないことが時々ある 食べないことが多い
現在の運動習慣 運動する機会が多い 時々運動不足になることがある 運動する機会は少ない
現在の学校生活 有意義に過ごしている 時々有意義に過ごせないことがある 有意義に過ごすことは少ない
現在のアルバイト実施状況 していない 週に 1 回かそれ以下 週に 2 回以上している
現在の余暇の過ごし方 有意義に過ごしている 時々有意義に過ごせないことがある 有意義に過ごすことは少ない
現在の生活リズム 規則的に生活している 時々不規則になることがある 不規則になることが多い
現在の活動性 活動的である 活動的でも非活動的でもない あまり活動的ではない
現在の気分の安定性 安定している 時々不安定になる 不安定なことが多い

















































就寝起床 朝食 運動習慣 学校生活 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康
選択肢 1
人 84 129 79 128 100 102 95 122 127
％ 53.2 81.6 50 81 63.3 64.6 60.1 77.2 80.4
選択肢 2
人 60 19 60 24 56 50 50 28 25
％ 38 12 38 15.2 35.4 31.6 31.6 17.7 15.8
選択肢 3
人 14 10 19 6 2 6 13 8 6
％ 8.9 6.3 12 3.8 1.3 3.8 8.2 5.1 3.8
計
人 158 158 158 158 158 158 158 158 158
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100
区　分
現　　　　在
就寝起床 朝食 運動習慣 学校生活 アルバイト 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康
選択肢 1
人 21 92 31 90 111 101 46 65 72 116
％ 13.3 58.2 19.6 57 70.3 63.9 29.1 41.1 45.6 73.4
選択肢 2
人 63 51 65 64 24 53 77 83 65 41
％ 39.9 32.3 41.1 40.5 15.2 33.5 48.7 52.5 41.1 25.9
選択肢 3
人 74 15 62 4 23 4 35 10 21 1
％ 46.8 9.5 39.2 2.5 14.6 2.5 22.2 6.3 13.3 0.6
計
人 158 158 158 158 158 158 158 158 158 158





就寝起床 朝食 運動習慣 学校生活 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康
選択肢 1
人 84 75 52 73 57 73 61 76 72
％ 100 89.3 61.9 86.9 67.9 86.9 72.6 90.5 85.7
選択肢 2
人 0 7 27 10 27 11 21 8 10
％ 0 8.3 32.1 11.9 32.1 13.1 25 9.5 11.9
選択肢 3
人 0 2 5 1 0 0 2 0 2
％ 0 2.4 6 1.2 0 0 2.4 0 2.4
計
人 84 84 84 84 84 84 84 84 84
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100
区　分
対照群（74名）
就寝起床 朝食 運動習慣 学校生活 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康
選択肢 1
人 0 54 27 55 43 29 34 46 55
％ 0 73 36.5 74.3 58.1 39.2 45.9 62.2 74.3
選択肢 2
人 60 12 33 14 29 39 29 20 15
％ 81.1 16.2 44.6 18.9 39.2 52.7 39.2 27 20.3
選択肢 3
人 14 8 14 5 2 6 11 8 4
％ 18.9 10.8 18.9 6.8 2.7 8.1 14.9 10.8 5.4
計
人 74 74 74 74 74 74 74 74 74




就寝起床 朝食 運動習慣 学校生活 アルバイト 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康
選択肢 1
人 13 51 18 49 29 60 31 35 38 64
％ 15.5 60.7 21.4 58.3 34.5 71.4 36.9 41.7 45.2 76.2
選択肢 2
人 43 30 34 34 14 24 41 44 32 20
％ 51.2 35.7 40.5 40.5 16.7 28.6 48.8 52.4 38.1 23.8
選択肢 3
人 28 3 32 1 41 0 12 5 14 0
％ 33.3 3.6 38.1 1.2 48.8 0 14.3 6 16.7 0
計
人 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
区　分
対照群（74名）
就寝起床 朝食 運動習慣 学校生活 アルバイト 余暇 生活リズム 活動性 気分変化 健康
選択肢 1
人 8 41 13 41 16 41 15 30 34 52
％ 10.8 55.4 17.6 55.4 21.6 55.4 20.3 40.5 45.9 70.3
選択肢 2
人 20 21 31 30 15 29 36 39 33 21
％ 27 28.4 41.9 40.5 20.3 39.2 48.6 52.7 44.6 28.4
選択肢 3
人 46 12 30 3 43 4 23 5 7 1
％ 62.2 16.2 40.5 4.1 58.1 5.4 31.1 6.8 9.5 1.4
計
人 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74
％ 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
56 学童期の睡眠習慣が後の健康生活に及ぼす影響
表 5．両群の各質問項目で望ましいと思われる者（選択肢で 1 と回答した者）の比率の有意差
質問項目 X2値 有意差
学童期の朝食摂取状況 8.317 p ＜0.01
学童期の運動習慣 12.501 p ＜0.01
学童期の学校生活 5.128 p ＜0.05
学童期の余暇の過ごし方 2.145 なし
学童期の生活リズム 49.421 p ＜0.01
学童期の活動性 15.126 p ＜0.01
学童期の気分の安定性 23.39 p ＜0.01





現在のアルバイト実施状況 4.147 p ＜0.05
現在の余暇の過ごし方 5.491 p ＜0.05




表 6．両群の各質問項目で問題の多いと思われる者（選択肢で 3 と回答した者）の比率の有意差
質問項目 X2値 有意差
学童期の朝食摂取状況 6.664 p ＜0.01
学童期の運動習慣 7.726 p ＜0.01
学童期の学校生活 4.688 p ＜0.05
学童期の余暇の過ごし方 2.02 なし
学童期の生活リズム 8.333 p ＜0.01
学童期の活動性 10.865 p ＜0.01
学童期の気分の安定性 11.64 p ＜0.01
学童期の健康状態 1.192 なし
現在の就寝起床状況 16.862 p ＜0.01




現在の余暇の過ごし方 5.128 p ＜0.05





















































































































































1 %，対照群が 4 % であり，対照群でその比率が
高かったが，X2検定の結果， 両群でその比率に
































































規則群が 0 %，対照群が 1 % であり，X2検定の結
果，両群でその比率に有意差は認められなかった。
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